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第６１０回茨城県内水面漁場管理委員会 議事録 

 

 

日  時 

 

場  所 

 

 

議  題 

 

報告事項 

 

 

 

 

 

出席委員 

 

 

 

欠席委員 

 

県側出席者 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

議事録署名人 

 

議長 

 

 

 

 令和６年１１月２６日（火） 午後０時５０分から 

 

東茨城郡茨城町下石崎２５８５番４  

涸沼水鳥・湿地センターレクチャールーム 

 

第１号議案 内水面漁業調整規則の一部改正について（諮問） 

 

（１）採捕の許可の更新等について（かにかご他） 

（２）令和６年度全国内水面漁場管理委員会連合会東日本ブロック協議会

結果について 

（３）資源管理の状況等の報告 

（４）涸沼におけるヤマトシジミの調査 

 

１番 高杉 則行   ２番 小林 益三   ３番 水野 恵美子 

  ５番 坂本 勉    ６番 八角 直道   ７番 鈴木 好三 

  ８番 髙津 武弘  １１番 堤  隆雄   

 

１０番 星井 晴美  １２番 多田 悦章 

 

農林水産部次長兼漁政課長      川野辺 誠 

〃  漁政課課長補佐      所  高利 

〃     主  査      谷村 明俊 

   〃     主  任      今野美紗子 

   〃  水産振興課係長      藤江 隆司 

水産試験場内水面支場内水面資源部長 小日向 寿夫 

   〃       増養殖部長   丹羽 晋太郎 

   〃       主  任    鈴木 裕也 

 

 事務局長     久保田 次郎 

 係長       小沼 智恵美 

 会計年度任用職員 中村 剛 

 

５番 坂本 勉   ８番 髙津 武弘 

 

 １番 高杉 則行 
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会議内容 

 

久保田局長 

 

 

高杉会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

久保田局長 

 

 

高杉議長 

 

 

久保田局長 

 

 

 

高杉議長 

 

 

 

 

 

中村会計年度任用

職員 

 

今野主任 

 

高杉議長 

 

 

開会 午後０時５０分 

 

〔開会宣言〕 

〔資料確認、高杉会長に挨拶を依頼〕 

 

第６１０回内水面漁場管理委員会を開催しましたところ、委員の皆様を

はじめ、県の関係職員の皆様もお忙しい中ご出席賜りありがとうございま

す。今朝、大子町を出発するときの気温がちょうど０度でした。氷は確認

できませんでしたが、霜が真っ白に降りているような状態でした。これか

ら寒くなりますので、どうか皆さん風邪などひかないようお気を付けくだ

さい。 

今日の議題でございますが、茨城県内水面漁業調整規則の一部改正につ

いての諮問、その他報告事項が多数ございます。最後までご協力をよろし

くお願いいたします。 

 

ありがとうございました。続きまして、会議規程第４条第１項によりまして、

会長が議長になることになっておりますので、会長に議長をお願いいたします。 

 

はい、それでは議長を務めさせていただきます。 

早速ですが、次第３の出席委員数の報告を事務局からお願いします。 

 

はい、現委員１０名の内、出席委員が８名、欠席委員が２名で欠席委員

は１０番星井委員と１２番多田委員です。過半数の委員の出席をいただいて

おりますので、漁業法第１７３条の規定により本会議は成立しております。 

 

はい、続きまして次第４の議事録署名人ですが、会議規程第７条第２項の

規定に基づき私から指名いたします。５番坂本委員、８番髙津委員にそれぞ

れお願いをいたします。 

それでは、次第５の議題に入ります。第１号議案、茨城県内水面漁業調

整規則の一部改正について諮問ですが説明を願います。 

 

（諮問文読み上げ） 

 

 

（資料 No.１により説明） 

 

はい、ありがとうございます。 

ただいまの説明にご意見、ご質問がありましたらお願いします。 
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今野主任 

 

高杉議長 

 

今野主任 

 

 

 

高杉議長 

 

高杉議長 

 

 

（委員一同） 

 

高杉議長 

 

 

 

 

今野主任 

 

高杉議長 

 

 

高杉議長 

 

 

 

中村会計年度任用

職員 

 

高杉議長 

 

 

高杉議長 

 

 

谷村主査 

補足してもよろしいでしょうか。 

 

はい、漁政課。 

 

先ほどご説明いたしました調整規則の一部改正の改正案文等について、

今後水産庁とやりとりを行う中で、細かな文言修正が行われることも想定

されるため、文言修正については漁政課に一任いただきたいと思います。 

 

はい、ありがとうございました。他に何かありますか。 

 

意見もないようですので、県への答申についてお諮りします。 

諮問の内容にご異議ございませんか。 

 

（異議なし） 

 

異議なしとのことですので、原案通りで差し支えありませんと県に答申

することといたします。 

では次の報告事項、採捕の許可の更新等について漁政課より説明をお願

いします。 

 

（資料No.２により説明） 

 

ありがとうございました。ただいまの説明について、ご質問がございま

したらお願いします。 

 

特にご質問もないようですので、次の令和６年度全国内水面漁場管理委

員会連合会東日本ブロック協議会結果について事務局より説明をお願いし

ます。 

 

（資料No.３により説明） 

 

 

はい、ありがとうございました。ただ今の説明についてご質問がありま

したらお願いします。 

 

質問がないようですので、次の資源管理の状況等の報告について、漁政

課より説明願います。 

 

（資料No.４－１、４－２により説明） 
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高杉議長 

 

 

高杉議長 

 

 

鈴木主任 

 

高杉議長 

 

 

 

６番 八角委員 

 

 

鈴木主任 

 

 

 

 

 

 

 

 

高杉議長 

 

川野辺次長 

 

 

 

 

 

鈴木主任 

 

 

 

 

川野辺次長 

 

はい、ありがとうございました。ただいまの報告について、ご意見、ご

質問等がございましたらお願いします。 

 

ご意見、ご質問がないようでしたら、次の涸沼におけるヤマトシジミの

調査について、内水面支場より報告をお願いします。 

 

（資料No.５により説明） 

 

ありがとうございました。ただ今の報告に、ご意見、ご質問がございま

したらお願いします。 

はい、八角委員。 

 

稚貝発生量のところで令和２年以降少なくなっていますが、特に令和６

年は令和５年より少ないというのは温暖化の影響とかないのですか。 

 

令和５年に稚貝が大量に発生した後、令和６年の資源量が減少した要因

について、水温や塩分などを調べましたが、例年と極端な違いはありませ

んでした。稚貝の着底後に流失してしまったなどの可能性も考えられます

が、現時点では要因は不明です。また、温暖化の影響につきましては、夏

場に水温が上がり、その際に塩分が変動することで産卵に影響を与える場

合もあると考えられます。なお、令和６年につきましては産卵に適した塩

分濃度や水温の日が比較的多かったので、産卵には適していたと思われま

す。 

 

はい、ありがとうございました。他に何かありますか。 

 

はい、県からの質問で申し訳ないのですが、現存資源量調査で令和６年

度の漁獲サイズ未満の貝の量が１，３００トンくらいで、ヤマトシジミの

稚貝発生調査で令和５年度の発生は過去２番目の高水準ということです

が、先ほど因果関係の話がでましたが、この後の量が経過とともに増えて

くるということがいえるのかどうか。 

 

稚貝が多く発生し、それらが育つと資源量は増えると思いますが、一方

で稚貝が多すぎることにより個体の成長が遅れ、資源量が増えない可能性

があります。要因は様々かと思いますが、先ほど説明したとおり、昨年と

比べて今年稚貝が減少している理由は分かっていません。 

 

やはり減少しているとの認識でよろしいですか。 
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鈴木主任 

 

 

高杉議長 

 

３番 水野委員 

 

鈴木主任 

 

 

 

高杉議長 

 

 

７番 鈴木委員 

 

 

鈴木主任 

 

 

 

高杉議長 

 

７番 鈴木委員 

 

高杉議長 

 

 

川野辺次長 

 

 

高杉議長 

 

川野辺次長 

 

 

 

 

 

はい。漁業者さんに聞いても、昨年は漁をすると漁具に稚貝が付着して

いたが、今年は付着しないとのことで、やはり減少していると思います。 

 

はい、水野委員。 

 

シジミのオスとメスの比率はどうなのでしょうか。１対１なのですか。 

 

成熟度確認の際の印象では、オス、メスどちらかに偏ることはありませ

んでした。ただ、オスとメスでは成熟する時期が少しずれているかもしれ

ません。 

 

他にございませんか。 

はい、鈴木委員。 

 

令和６年度の推定現在資源量は９１３トンとありますが、１日の漁獲量

は何トンになりますか。 

 

１日の一人あたりの漁獲量が３０キロから４０キロと伺っていますの

で、１３０人から１４０人が操業すると、１日あたり３．９トンから５．

６トンになります。 

 

よろしいですか。 

 

はい。 

 

それでは他にないようですので、次第７のその他に移ります。委員の皆

さんから、何かありますか。 

 

少しお時間をいただきまして、お礼を述べさせていただきたいと思いま

す。 

 

はい、どうぞ。 

 

改めまして、茨城県農林水産部次長兼漁政課長の川野辺でございます。 

本日は、第２１期最後の内水面漁場管理委員会でございますので、一言

お礼を述べさせていただきます。４年間にわたり、高杉会長をはじめ委員

の皆様方には、本県内水面における円滑な漁業調整や水産資源保護にご尽

力を賜り、心よりお礼申し上げます。振り返ってみますと、世界的な流

行、いわゆるパンデミックを起こした新型コロナウィルスが社会生活の変
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高杉議長 

 

 

久保田局長 

 

 

高杉議長 

容をもたらし、ロシアのウクライナ侵攻や、イスラエルのガザ地区の紛争

などが、燃料価格や電気代の高騰などを引き起こしました。産業としての

水産業、レジャーとしての遊漁にも大きな影響があったと感じておりま

す。当委員会におきましては、改正された漁業法の下で初めての漁業権免

許に係るご審議を頂きました。従来の業務と大きく変わった点も多く、漁

政課でも手こずることが多かったのですが、内水面における最も重要な案

件であったと思っております。初めてのということでは、同じく漁業法の

改正に伴い「うなぎ稚魚漁業」としてシラスウナギ採捕の制度の移行がご

ざいました。このほかにも、毛ばり釣りの規制解除など、漁協から長年に

わたり要望頂いていた規則の改正もございました。いずれの内容につきま

しても、委員の皆様には慎重にご審議いただき、おかげさまで円滑に手続

きを進めることができました。漁業は自然環境に大きな影響を受ける産業

です。近年の地球温暖化や海洋環境の変化はこれまで獲れていた魚が獲れ

なくなり、獲れていなかった魚が獲れるようになる等の変化をもたらして

おります。この変化にどのように対応していくかは、非常に難しい問題で

はありますが、関係者の皆様方と考えてまいりたいと思います。第２１期

の委員会開催は本日が最後となりますが、委員の皆様におかれましては、

今後とも県政発展にお力添えをいただけますよう宜しくお願い申し上げま

す。４年間、大変お世話になりました。ありがとうございました。 

 

ありがとうございました。 

事務局から何かありますか。 

 

委員会終了後お時間をいただきまして、親睦会の報告とご審議をお願い

したいと思いますので、よろしくお願いします。 

 

では、本日の議事はすべて終了しました。ご協力ありがとうございまし

た。 

 

 

 

閉会 午後１時５０分 
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上記の記録の正確なことを認め署名する。 

 

                                 令和６年１１月２６日 

 

 

     議    長                     

 

 

     議事録署名人                     

 

 

                                

 

 

 

 

 

 

 


